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交通系I Cカードから

「地域カード」へ進化する
ＩｒｕＣａ

過去を決して忘れることなく、地域に愛される交通ネットワークを創造する。
地域とともに歩み、地域とともに豊かで活力あるまちを創る。

――固い決意を持って走り出したことでんの、ＩＣカード乗車券「ＩｒｕＣａ」の発展的な活用が注目を集めている。
電車・バスのＩＣカード乗車券から電子マネーサービス、学生証や職員証の発行、さらには医療分野での実証実験と、

ＩｒｕＣａの活用が大きな広がりを見せているのだ。
駅からまちへ飛び出したＩｒｕＣａは、交通カードから地域に不可欠なカードへ、大きく飛躍しようとしている。

文◉茶木　環（ジャーナリスト） 撮影◉織本知之

高松琴平電気鉄道株式会社
経営企画室部長

岡内清弘
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IruCa 導入までの経緯

平成13（2001）年
1月

平成13（2001）年
12月

平成14（2002）年
４月

平成14（2002）年
８月

平成14（2002）年
12月

平成17（2005）年
2月

平成17（2005）年
7月

平成18（2006）年
11月

平成19（2007）年
7月

平成19（2007）年
12月

電子マネー導入へ
向け検討開始

ICカード先進地・
香港を視察

経営陣 ICカード
導入を決意

IruCa10万枚達成

コトデンそごう破綻

琴電・コトデンバス
民事再生申請

行政支援を要請

きめ細かな
顧客サービスが可能な
ICカード導入へ
向け検討開始

新体制発足

ことでん100計画

駅業務省力化を目的に
磁気システムを計画

再生計画

IruCa導入 国土交通省
平成16年度

鉄道軌道近代化設備
整備費補助

IruCa 電子マネー
実証実験

経済産業省
平成18年度

情報家電活用基盤
整備事業

IruCa 電子マネー
本格稼動

・端末拡大
・チャージ機設置
・ポイントシステム導入

経済産業省
平成19年度

戦略的中心市街地等
活性化支援事業
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地
方
型
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
開
発

最
初
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
誕
生
ま
で
の
経
緯
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

平
成
13
年
12
月
民
事
再
生
法
の
適
用
を
申

請
し
、
平
成
14
年
８
月
、
新
経
営
陣
に
よ
る

事
業
再
生
を
開
始
し
た
こ
と
で
ん
は
、
駅
業

務
の
合
理
化
の
一
環
と
し
て
、
磁
気
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
計
画
し
て
い
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
東
京
近
郊
区
間
で
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
を
導
入
し
た
の
が
平
成
13
年
11

月
。
首
都
圏
で
磁
気
カ
ー
ド
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
へ
、
乗
車
券
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
り
始
め
た
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

〝
磁
気
カ
ー
ド
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
足
飛
び
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
〟

思
い
切
っ
た
計
画
変
更
を
打
ち
出
し
た
経

営
陣
は
、
４
カ
月
後
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
先
進

地
・
香
港
に
飛
び
、「
オ
ク
ト
パ
ス
」
を
視
察

し
た
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
は

大
都
市
の
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、
工
夫
次
第

で
、
こ
と
で
ん
の
よ
う
な
地
方
鉄
道
で
も
導

入
で
き
る
と
確
信
す
る
。

早
速
、
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

サ
イ
バ
ネ
規
格
（
鉄
道
共
通
規
格
）
を
採
用

し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協
力
と
支
援
を
得
て
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
機
能
を
ベ
ー
ス
に
使
わ
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
、
鉄
道
・

バ
ス
の
共
通
利
用
や
乗
り
継
ぎ
割
引
、
利
用

回
数
に
応
じ
た
運
賃
割
引
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

を
載
せ
て
い
く
。
加
え
て
、
無
人
駅
な
ど
都

市
部
と
は
異
な
る
条
件
下
に
対
応
す
る
た
め
、

屋
外
に
置
け
る
ポ
ー
ル
型
の
簡
易
自
動
改
札

機
や
車
掌
が
携
帯
す
る
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
の

携
帯
端
末
な
ど
機
器
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
っ
た
。

「
首
都
圏
と
地
方
と
で
は
、
利
用
環
境
が

異
な
る
。
こ
と
で
ん
は
、
都
市
型
の
シ
ス
テ
ム

を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
地
方

鉄
道
な
ら
で
は
の
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
こ
う
と
独
自
の
開
発
に
取
り
組
ん

だ
」
と
、
経
営
企
画
室
・
岡
内
清
弘
部
長
は

語
る
。

お
よ
そ
２
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成

17
年
２
月
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
誕
生
し
た
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
い
ち
ば
ん
の

特
徴
は
、
そ
れ
ま
で
の
運
賃

シ
ス
テ
ム
を
一
か
ら
見
直
し
た

〝
運
賃
割
引
〟
に
あ
る
。
学
生

や
高
齢
者
な
ど
利
用
層
ご
と
に

割
引
率
を
設
け
、
専
用
の
カ
ー

ド
を
発
行
し
て
い
る
の
だ
。

券
種
は
大
き
く
は
「
Ｉ
ｒ

ｕ
Ｃ
ａ
定
期
券
」
と
現
金
を

チ
ャ
ー
ジ
し
て
使
う
「
Ｉ
ｒ
ｕ

Ｃ
ａ
」
の
２
タ
イ
プ
に
分
か
れ
、

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
は
誰
で
も
使
え

る
「
フ
リ
ー
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
の

ほ
か
に
、
本
人
利
用
限
定
の

子
ど
も
運
賃
が
適
用
さ
れ
る

「
キ
ッ
ズ
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」、
通
学

以
外
の
乗
車
に
も
使
え
る
学
生

向
け
の
「
ス
ク
ー
ル
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
」、
満
65
歳
以
上
が
対
象
の

「
シ
ニ
ア
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」、
普
通
大
人
運
賃
の

半
額
が
適
用
さ
れ
る
身
障
者
用
の
「
グ
リ
ー

ン
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
が
あ
る
。

フ
リ
ー
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
、
ス
ク
ー
ル
Ｉ
ｒ
ｕ

Ｃ
ａ
、
シ
ニ
ア
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
初
回
利
用
か
ら
適
用
さ
れ
る
回
数
割
引

サ
ー
ビ
ス
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、電
車
が
５
％

か
ら
最
大
で
40
％
割
引
、
バ
ス
が
10
％
か
ら

最
大
で
55
％
の
割
引
と
な
る
仕
組
み
だ
。

「
初
回
利
用
か
ら
割
引
が
適
用
さ
れ
る
回

数
割
引
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
は
全
国
初
。
ま
た
、

地
方
は
高
齢
の
方
が
多
い
の
で
、
カ
ー
ド
の

残
額
が
10
円
で
も
乗
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど

使
い
や
す
さ
を
何
よ
り
も
優
先
し
た
」

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
、
鉄
道
軌
道
近
代
化

設
備
整
備
費
補
助
な
ど
、
国
・
県
・
沿
線
市

町
村
の
行
政
支
援
を
受
け
た
。

「
公
的
な
支
援
を
最
大
限
活
か
し
、
今
後
、

将
来
に
わ
た
っ
て
お
客
さ
ま
の
満
足
度
を
高

め
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
か
っ
た
」

と
岡
内
部
長
が
語
る
よ
う
に
、
利
用
者
本
位

の
割
引
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
型
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
乗
車
券
シ
ス
テ
ム
が
誕
生
し
た
の
だ
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
も
た
ら
し
た
も
の

Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

を
作
成
、
自
治
会
や
敬
老
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ

特集：交通系ICカードとまちづくり
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ニ
テ
ィ
に
出
向
き
、
説
明
に
回
っ
た
。

元
来
、
鉄
道
は
〝
待
ち
〟
の
営
業
だ
。
し

か
し
、Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
手
に
し
た
こ
と
で
〝
売

る
〟
も
の
が
で
き
、
社
員
た
ち
は
自
ら
地
域

に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
か
っ
た
営
業
活
動
を
通
じ
て「
電

車
の
乗
客
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
」
と

思
い
込
ん
で
い
た
社
員
の
意
識
も
、
大
き
く

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
あ
る
意
味
、
社
運
を
賭

け
て
、
全
社
員
一
丸
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
」

と
岡
内
部
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

そ
の
努
力
が
功
を
奏
し
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の

初
年
度
売
上
枚
数
は
、
約
６
万
６
０
０
０
枚

と
、
売
上
目
標
の
２
倍
を
軽
く
ク
リ
ア
し
た
。

新
体
制
発
足
時
に
策
定
し
た
「
こ
と
で
ん

１
０
０
計
画
」
は
、
平
成
18
年
度
の
需
要
予

測
の
数
値
よ
り
も
１
０
０
万
人
乗
降
客
を
増

や
す
目
標
を
掲
げ
た
計
画
だ
が
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
誕
生
後
は
目
標
数
値
を
達
成
、
そ
の
目
標

数
値
も
上
方
修
正
し
て
い
る
。

「
車
社
会
が
定
着
し
た
地
方
で
は
、
電
車

利
用
を
呼
び
か
け
て
も
、
な
か
な
か
ダ
イ
レ
ク

ト
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
ホ

ル
ダ
ー
を
増
や
し
、
こ
と
で
ん
と
つ
な
が
っ

て
い
る
お
客
さ
ま
を
増
や
す
こ
と
を
重
視
し

た
い
。
年
に
1
回
の
乗
車
が
２
回
、
３
回
と

増
え
て
い
け
ば
」
と
岡
内
部
長
は
言
う
。

現
在
、
電
車
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
利
用
率
は

約
80
％
、
１
日
あ
た
り
の
利
用
件
数
は
約

２
万
８
０
０
０
件
。
こ
れ
ま
で
の
発
売
枚
数

は
約
15
万
枚
（
平
成
21
年
７
月
現
在
）
を
数

え
る
。

全
国
的
に
は
鉄
道
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
相
互

利
用
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
四
国
で
は
民
間

３
社
が
発
行
す
る
カ
ー
ド
の
規
格
が
異
な
る

た
め
、
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
の
検
討
段
階
か
ら
、

将
来
的
な
相
互
利
用
は
視
野
に
入
っ
て
い

た
。
他
規
格
カ
ー
ド
と
は
難
し
い
と
は
思
う

が
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
は
共
通
化
し
た
い
と
い
う

思
い
、
夢
が
あ
る
」

行
政
の
支
援
を
得
て
電
子
マ
ネ
ー
導
入

好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

は
、
間
も
な
く
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
だ
。

電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
だ
。

「
大
都
市
で
は
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
が
、
人
口
40
万
人

規
模
の
高
松
市
で
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
と

で
ん
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域
顧
客
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
」
と
岡
内
部
長
は
説
明
す
る
。

平
成
18
年
11
月
、
経
済
産
業
省
の
情
報

家
電
活
用
基
盤
整
備
事
業
の
実
証
実
験
と
し

て
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
省
に
よ
る
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
実
証
実
験
は
初
め
て
の

こ
と
で
、商
店
街
の
店
舗
な
ど
に
電
子
マ
ネ
ー

端
末
50
台
を
設
置
、
飲
料
自
動
販
売
機
60

台
も
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
対
応
に
切
り
替
え
た
。
実

証
実
験
は
翌
年
３
月
末
に
終
了
し
た
が
、
予

想
以
上
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
電
子
マ

ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
ま
ま
継
続
、
８
月
に

は
「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
」
が
経
済
産
業
省
の
平

成
19
年
度
戦
略
的
中
心
市
街
地
等
活
性
化

支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
本
格
稼
働
に
踏
み

切
っ
た
。

現
在
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
で
電
子
マ
ネ
ー
決
済

が
で
き
る
店
舗
は
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
周
辺
に
15

カ
所
、
高
松
中
央
商
店
街
周
辺
で
１
０
０
カ

所
以
上
（
集
合
施
設
内
の
各
テ
ナ
ン
ト
を
含

め
る
）、
そ
の
他
の
地
域
で
は
27
カ
所
。
店

舗
以
外
で
は
、
駐
車
場
や
こ
と
で
ん
主
要
３

駅
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
精
算
に
も
利
用
で

き
る
。

さ
ら
に
国
の
認
可
事
業
と
な
っ
た
こ
と
で
、

香
川
県
と
高
松
市
の
18
カ
所
の
公
共
施
設

で
、Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
高
松
を
代
表
す
る
日
本
庭
園
・
栗
林
公

園
や
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
市
美
術
館
の
入

場
料
、
温
浴
施
設
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
使
用

料
な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
公

共
施
設
で
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
使
え
る
の

❶瓦町、片原町、高松築港の主要 3 駅に
は IC 専用自動改札機を設置。
❷無人駅 35 駅を含む 48 駅には簡易自
動改札機が設置されている。
❸チャージや入場記録書き込みができる
携帯端末。

❶

❸

❷



ＩｒｕＣａ今後の展開［交通系カードから地域カードへ］

鉄道・バス等の交通機関 駐車場 その他交通機関

電子マネー 公共施設・観光地

社員証・学生証等に 医療機関の診察や支払いに

平成17年
2月～

電子マネー

平成18年
11月～

公共施設・観光地

平成20年
3月～

平成18年
12月～

平成20年
1月～

平成19年
12月～

香川県・
高松市

社員証・学生証等に

平成20年
11月～

医療機関の診察や支払いに

平成21年度
実証実験
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は
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
。

「
高
松
市
は
会
計
規
則
を
改
正
し
て
電
子

マ
ネ
ー
端
末
を
置
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
市
を

は
じ
め
県
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、

こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
岡
内
部
長

は
感
慨
を
示
す
。

チ
ャ
ー
ジ
機
も
、
こ
と
で
ん
の
駅
の
他
、

街
中
に
10
カ
所
設
置
さ
れ
て
お
り
、
香
川
県

庁
舎
ロ
ビ
ー
、
高
松
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
も
置

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
の
百
十
四
銀
行

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
３
店
に
チ
ャ
ー
ジ
機
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
垣
根
を
超
え
て
Ｉ
ｒ
ｕ

Ｃ
ａ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
様
子
が
う
か
が

え
る
。

﹁
日
本
随
一
の
商
店
街
﹂
を
活
性
化

こ
こ
で
、
こ
と
で
ん
の
本
拠
地
と
も
言
え

る
高
松
市
に
お
け
る
「
ま
ち
」
の
現
状
に
目

を
向
け
て
み
よ
う
。
中
心
市
街
地
に
は
、
日

本
随
一
と
も
言
わ
れ
る
長
さ
の
「
中
央
商
店

街
」
が
あ
る
。
８
つ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街

が
連
結
し
、
総
延
長
は
２
・
７
キ
ロ
に
も
及

ぶ
。
こ
れ
だ
け
の
長
さ
の
、
こ
れ
だ
け
の
店

舗
が
並
ぶ
光
景
は
、
確
か
に
圧
倒
さ
れ
る
。

し
か
し
、
全
国
的
な
現
象
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
や
は
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
り
た
店

舗
が
少
な
く
な
い
。
商
店
街
を
何
台
も
の
自

転
車
が
走
り
抜
け
て
い
く
。
買
い
物
を
楽
し

む
人
通
り
は
ま
ば
ら
だ
。

こ
う
し
た
中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
す
た
め
、
高
松
市
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
を
策
定
、
平
成
19
年
５
月
に

国
の
認
定
を
受
け
た
。
計
画
区
域
は
、
四
国

有
数
の
商
業
集
積
で
あ
る
中
央
商
店
街
を
中

心
に
港
（
サ
ン
ポ
ー
ト
）
周
辺
や
主
要
行
政

施
設
・
文
化
施
設
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
を
含

む
２
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
期
間
は
平
成
23
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
、「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
高

度
化
」「
回
遊
し
た
く
な
る
中
心
市
街
地
づ
く

り
」「
定
住
人
口
の
増
加
」
を
目
指
す
。

同
計
画
は
、
中
央
商
店
街
の
北
部
に
位
置

す
る
丸
亀
町
の
再
開
発
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
す
で
に
丸
亀
町
商
店
街
の
一
部
街
区

は
完
成
、
新
し
い
丸
亀
町
商
店
街
の
全
体
像

も
見
え
つ
つ
あ
る
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
ド
ー
ム

や
ア
ー
ケ
ー
ド
、
カ
ラ
ー
舗
装
さ
れ
た
舗
道
、

都
市
型
生
活
が
可
能
な
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が

誕
生
し
、
に
ぎ
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

市
は
、
こ
の
丸
亀
町
の
再
開
発
効
果
を
活

か
し
つ
つ
、
活
性
化
に
向
け
た
各
種
事
業
を

推
進
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
乗
効
果
で
止
ま
る
こ

と
な
く
活
性
化
が
続
く
よ
う
に
、
全
体
計
画

を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
に
話
を
戻
そ
う
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ

ａ
電
子
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
を
評

価
し
た
高
松
市
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
同
事
業
を
登
載
し
た
こ
と
を
受
け
、

こ
と
で
ん
は
「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
」
に
つ
い
て

公
募
申
請
し
、
前
述
の
と
お
り
、
平
成
19
年

度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
3
カ
年
、
経
済
産
業

省
の
戦
略
的
中
心
市
街
地
等
活
性
化
支
援
事

特集：交通系ICカードとまちづくり
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業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
民
間
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
国
が
直
接
、
支
援
す
る
と
い

う
も
の
だ
。

こ
の
事
業
で
平
成
20
年
２
月
利
用
分
か
ら

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
電
子
マ
ネ
ー
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
」も
開
始
し
た
。
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
電
子
マ
ネ
ー

を
利
用
し
た
場
合
、利
用
金
額
に
応
じ
て
「
Ｉ

ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
ポ
イ
ン
ト
」
を
付
与
。
た
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
は
、
電
車
・
バ
ス
の
乗
車
や
買
い

物
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
心
市
街

地
と
公
共
交
通
機
関
を
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
で

結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
中

心
市
街
地
活
性
化
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と
す
る
。

こ
と
で
ん
と
同
様
、
香
川
大
学
も
平
成
20

年
度
の
戦
略
的
中
心
市
街
地
等
活
性
化
支
援

事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る
。「
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
支
援
型
多
世
代
交
流
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
で
、
中
央
商
店
街
の
南
部
・

常
磐
町
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
「
ミ
ッ

ド･

プ
ラ
ザ
」
を
開
設
、
商
店
街
に
若
者
を

中
心
と
し
た
多
世
代
交
流
の
場
を
生
み
出

し
、
来
街
と
回
遊
を
促
し
て
い
く
事
業
だ
。

ち
な
み
に
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
に
は
ス
ペ
ー

ス
を
共
有
す
る
形
で
、
高
松
市
が
支
援
す
る

情
報
発
信
施
設
「
ブ
リ
ー
ザ
ー
ズ 

ス
ク
エ
ア
」

が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
常
磐
町
・
瓦
町
周
辺

の
活
性
化
の
た
め
の
に
ぎ
わ
い
創
出
拠
点
で
、

同
運
営
委
員
会
に
は
こ
と
で
ん
も
名
を
連
ね

て
い
る
。

ま
ち
と
暮
ら
し
に
密
着
し
た
新
た
な
試
み

こ
と
で
ん
と
香
川
大
学
が
タ
ッ
グ
を
組
ん

だ
新
し
い
試
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

今
年
４
月
、
香
川
大
学
の
職
員
証
・
学

生
証
９
０
０
０
枚
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
採
用
さ

れ
、
大
学
構
内
（
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
も
含
め
る
）

の
入
退
室
の
認
証
や
授
業
の
出
席
管
理
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

を
使
っ
た
学
生
た
ち
の
デ
ー
タ
を
商
店
街
の

活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

学
生
た
ち
の
商
店
街
で
の
利
用
デ
ー
タ
を

香
川
大
が
分
析
し
、
ミ
ッ
ド
・
プ
ラ
ザ
で
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
商
店
主
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
講
義
を
行
う
他
、
社
会
人
向
け
セ
ミ

ナ
ー
、
公
開
討
論
会
も
開
く
。

医
療
関
連
事
業
も
動
い
て
い
る
。
香
川
大

学
医
学
部
が
開
発
し
た
電
子
カ
ル
テ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
か
が
わ
遠
隔
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
Ｋ

－

Ｍ
Ｉ
Ｘ
）
に
は
、
香
川
県

内
約
70
の
医
療
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。
患

者
は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
診
断
結
果
、
専
門
医

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
健
康
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
の
利
用
者
認
証
に

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
う「
ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
バ
ン
ク
」

だ
。
す
で
に
事
業
と
し
て
は
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度

中
に
実
証
実
験
と
し
て
稼
動
す
る
予
定
だ
と

い
う
。

さ
ら
に
、
今
年
度
内
に
は
高
松
市
役
所
の

職
員
証
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
採
用
さ
れ
、
同
時

に
高
松
市
役
所
で
は
、
住
民
票
な
ど
証
明
書

発
行
の
手
数
料
の
支
払
い
が
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ

で
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
国
初

の
ケ
ー
ス
だ
。

乗
車
券
、
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

で
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

「
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
機
能
を
、

地
域
で
自
由
に
使
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
生

活
の
利
便
性
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
岡
内

部
長
も
抱
負
を
語
る
。

行
政
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
も

最
後
に
、
観
光
面
で
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
活
用

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
ア
ー
ト
の
島
と
し
て
世

界
的
に
も
名
高
い
直
島
の
周
遊
だ
。
来
年
度
、

瀬
戸
内
海
の
島
々
を
会
場
に
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
直
島
も
そ
の
ひ

と
つ
で
、
四
国
運
輸
局
は
地
域
の
関
係
者
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
、
1
月
23
日
よ
り
1
カ

月
間
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
使
っ
た
直
島
周
遊
観

光
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
高
松
―
直
島
間

の
フ
ェ
リ
ー
料
金
や
島
内
の
バ
ス
料
金
、
美

術
館
入
館
や
土
産
品
購
入
に
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を

使
え
る
よ
う
に
し
て
観
光
の
利
便
性
を
高
め

る
。
こ
の
実
験
は
今
秋
に
も
再
度
行
わ
れ
る

と
い
う
。

ま
た
、
香
川
県
の
観
光
振
興
課
が
推
進
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
香
川
ま
ち
め
ぐ
り　

て

く
て
く
さ
ぬ
き
」
と
連
携
し
、
今
夏
、
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
「
て
く
て
く
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
を
発
売
、

人
気
を
呼
ん
だ
。

「
香
川
県
は
観
光
県
。
公
共
交
通
事
業
者

と
し
て
、
行
政
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
連
携
し
、
香
川
の
観
光
の
魅
力
づ
く
り
に

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

な
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
」

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
が
誕
生

し
て
、
４
年
半
が
経
過
し
た
。
こ
の
短
い
期

間
に
、
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
は
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
、
生
活

の
利
便
性
を
高
め
る
「
地
域
に
欠
か
せ
な
い

カ
ー
ド
」へ
、成
長
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
開
発
時
に
将
来
像
と
し
て
思
い
描
い
た

Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
の
活
用
が
、
現
時
点
で
す
で
に

ほ
と
ん
ど
実
現
で
き
て
い
る
の
は
本
当
に
幸

せ
な
こ
と
だ
と
思
う
」

事
業
再
生
の
夢
を
賭
け
て
、
導
入
が
決

ま
っ
た
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
。
事
業
再
生
の
夢
を
か

な
え
、
こ
と
で
ん
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
は
大
き
く

羽
ば
た
き
始
め
た
。〝
高
松
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
〟

〝
香
川
の
Ｉ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
〟
へ
飛
躍
す
る
日
も

近
い
。　
　

電子マネーサービスの浸透による商店街活性化が期待されている。
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　「イルカ BOX」「セーフティ BOX」「売上管理システム」は、
経営トップから現業部門まで、すべての社員が情報を共有し
スピーディに対応しようと構築されたシステムです。
　「イルカ BOX」は、新体制発足直後に始動したサービス関
係のデータシステムです。各駅にはご意見箱を設置し（Ｅメー
ルでも受付）、お客さまからことでんに対するご質問やご意見
をいただいています。ご質問やご意見については、その内容
や事実関係の調査を必ず行ってから、お客さまに回答します。
全数公表、全数回答を徹底しており、月に２回、駅の掲示板
で発表しています。これらのお客さまのご質問・ご意見、社
内で調査した事実関係、お客さまへの回答を１件としてデー
タ入力し、共有化を図ったのがイルカ BOX で、６月末現在で
8071 件のデータを保有しています。
 
起こったことは翌朝までに全件報告

　「セーフティ BOX」は、ヒヤリハットやヒューマンエラーか
ら鉄道運転事故まで、輸送関係の全事象を管理するシステム
です。当日起こったことは翌朝までに、必ず全報告を入力しま
す。運転士や車掌など現業の者は口頭もしくはペーパーで報
告することもありますが、そのような場合は管理部門の社員が
入力します。写真や図面を添付して報告を上げるケースも多
いですね。前日に発生した事象は、翌朝の業務報告で全数を
経営トップに報告します。平成 15 年 4 月の開始後、蓄積され
たデータは６月末現在で 2360 件になっています。
　また、月に１回、安全推進委員会を開き、経営トップから現
業の第一線の全職種が参加し、セーフティ BOX のデータを基
に、要注意の案件について対策を検討します。経営トップと現
業社員とが意見交換を行い、オープンに議論して解決策を探っ

ていくわけです。また、セーフティ BOX で報告されたことや
安全推進委員会で取り上げられた件については、年 3 回、社
長が現場を視察し、設備投資計画や修繕の見直しを図ります。
さらに、社員の安全教育も社員一人あたり年６回、延べ 30 日
のプログラムを実施していますが、ヒヤリハット情報を教材と
して活用するなど、さまざまな試みを行っています。
　このセーフティ BOX の取り組みについては、今年の運輸安
全マネジメント評価で、高い評価をいただきました。

シンプルに考えスピードを持って行動

　最後に「売上管理システム」ですが、これは IruCa の導入
時に開発したシステムで、前日のお客さまのご利用状況や取り
扱い収入を計上し、翌朝８時には、駅ごとに正確な売上が分
かります。このスピードで処理できているところは、鉄道関係
ではあまりないのではと自負していますが…。
　この 3 つのシステムに共通しているのは、報告すべきこと
はすばやく包み隠さず報告し、トップから現業まで全員が同
じ情報を共有し、コミュニケーションを確保するということで
しょうか。経営トップはもちろん、社員は出勤後、これらのデー
タを欠かさずチェックします。
　今のような形が整い、スムーズに稼動するまでには多少、
時間はかかりましたが、システムの導入によって、お客さまへ
のサービス、安全など、すべて連動してのマネジメントが実現
しました。キーはやはりスピードです。以前は事故の処理や売
上を確定するのにも何日もかかり、お客さまの要望になかなか
応えることができませんでしたが、今は「100 計画」にある「シ
ンプルに考えスピードをもって行動します」を全社員が毎日、
実践しています。

全駅に設置された「イルカ BOX」と掲示板。 お客さま第一主義から設けられた
運転席のネームプレート。

社員は 3 つの情報システムを
毎日必ずチェックする。

特集：交通系ICカードとまちづくり
[ことでん再生と地域活性化の取り組み ]

独自システムで情報を共有
対応をスピード化
新体制発足と同時に発表された再生計画『ことでん 100 計画』により、
ことでん再生を目指し、真っ先に着手したのが「ＩＴ化の推進」だ。
ＩＴ化の目的は、情報の共有化・共通化だ。
鉄道会社の経営機軸となる「乗客サービス」「安全」「収益管理」の３つの情報を
システム化することによって、ことでんという組織は生まれ変わった。
ことでん再生を語るうえで欠かせない、この３つのシステムについて、
植田俊也部長にお話いただいた。

高松琴平電気鉄道株式会社
鉄道事業本部 運輸サービス部 部長

植田俊也
Shunya UETA


